


わたしたちは踊りたいから踊り、奏でたいから奏でる。

音楽もダンスも美術も。

今、ここで作り出されるその瞬間を楽しむために

即興に着目し、劇場を抜け出して

街の様々なところではじめてみます。

音楽家もダンサーもアーティストも観客も

通りすがりの町の人も一緒に巻き込み巻き込まれ

そうして新しい何かが生まれます。

かつては音楽もダンスも人生も

切り離すことのできない一つのものでした。

プロもアマチュアもジャンルも垣根を越えて

ただ遊ぶところから。

それが鳥取夏至祭の理念です。

鳥 取 夏 至 祭の基 本 理 念

2017年 太平公園 （三角公園）でのセッション。



鳥 取 夏 至 祭の変 遷鳥 取 夏 至 祭とは

鳥取夏至祭はこの 7 年の間に大きく変化してきました。主謀者としての木野が主に牽引してきた初期、コロナ下で模索し

ながら、県内アーティストと県外アーティストが協働し始めた中期、そして、経済的に自走できるような持続可能な形を模

索した 2023 年の 3 期間に分けることができます。

この 7 年間の間に、ひとりの呼びかけ人が牽引する状況から、次第に実行委員会を構成し、集団で企画運営を行う形

へと変化していきました。

この実行委員会形式はコロナ下の舞台芸術の危機的状況において特に力を発揮しました。情勢が読めない中、県内・

県外のアーティストが団結し、表現活動を続ける方法を模索しました。週に 2 度の会議は県内外のアーティスト達の心の

支えとなり、首都圏では緊急事態宣言が発出される中、2020 年 6 月にはオンライン・オフライン併用型の鳥取夏至祭を

開催しました。当時は配信事業もまだ一般的でなく、専門家がいるわけではありませんでしたが、手探りで、それでも表

現をし続けることを目指しました。このような経験を経てアーティスト達は結束を強め、現在に至っています。（p31『ネット

がつなぐ鳥取夏至祭』、p33『鳥取夏至祭 2020 への道』参照）

夏至祭では照明や映像など一般的な舞台芸術でいうスタッフも、大学生も、同じ参加者（アーティスト）［2］であり、チラ

シやウェブサイトの制作、広報活動なども全てアーティストが担うようになっていきました。自分達で自分達の活動の場を作

るための実践であり、学ぶための場でもあり、誰もが参加できる場が作られ続けてきました。

当然のごとく、参加者は毎年変わり、あえて会場も毎年変えていくことで一度として同じことは起きませんでした。常にトライ

アンドエラーを繰り返し、続けてくることができたのは鳥取の街の寛容さと参加者達の即興力によるものです。

観客も、アーティストも、プロもアマチュアも、ただ「鳥取のまちのなかで遊ぶ」。表現以前に人が人として出会うための場

所。鳥取で一緒に「遊んだ」アーティスト達は全国各地に散らばり、それぞれの土地で、「開拓」をし続けています。今も、

そしてこれからも。ゆるやかにつながりながら。

鳥取に移り住んだ踊子が 2017 年にはじめた即興音楽とダンスのお祭り。鳥取市内の空きビル、公園、広場などあらゆ

るところでパフォーマンスを行い、鳥取のまちの魅力を県外へと発信してきました。これまで参加してくださったアーティス

トは 100 名を超えます。

鳥取夏至祭（以下、夏至祭）の特徴を挙げると次の 4 つです。

1.	 鳥取のまちなか（公園、空きビル、公共文化施設など）

2.	 即興

3.	 あらゆるジャンルの人が参加可能、観客も巻き込み巻き込まれる

4.	 一期一会のお祭り

この 7 年間に協力いただいた場所は多岐に渡ります。（p94『鳥取夏至祭開催地マップ』参照）その後、それらの場所

を活用して音楽ライブやパフォーマンスを開催するようにもなりました。アンケートにあるように夏至祭を通じた人の交流

により派生して起きているイベント［1］も多数あります。夏至祭に巻き込まれて育った学生たちは自身でイベントを作るよう

になっていきました。（p39『枠を越え、新たな選択肢が自分の中に』参照）

初年度に挙げられていた「ダンスの出会い系」というキャッチフレーズは言い得て妙で、実際にアーティスト達はこの 7

年の間にさまざまな形で結婚、移住、出産など人生の転機を迎えることになり、夏至祭がきっかけとなったものもありま

した。初年度（2017 年）に最年少０歳で出演した凡ちゃんは小学生になりました。（p8 写真）アーティストも人間で、7

年の時間を経て、変化と交流を続けています。

このドキュメントは 100 名を超える夏至祭に関わったアーティストたちが鳥取に残した足跡であり、現在地です。

［1］例えば宝栄美希（石川）は北陸ダンスフェスティバルをはじめ、その後 AIR（アーティストレジデンス）の形態へと変化させていった。イフクキョウコ（山口）、宮原一枝

（福岡）は商店街を回るダンスイベントを開催したり、また、宮北裕美（京丹後）の開くワークショップ公演に Yasusi（豊岡）が参加、bozzo（豊岡）が写真を撮るなど

の近隣県の交流が生まれるようになった。水谷浩章（長野）、三浦あさ子（大阪）のように鳥取へ複数回訪れ作品、ライブを作るものもいる。鳥取でもたまがわとしおに影

響を受けたゲバラ、櫻井重久らがちんどん屋サークルを始めたり、卒業した学生達が演劇ユニットを作るなどネットワークが生まれつつある。

［2］出演者だけではなく、スタッフ、裏方も含めての参加者という総称。関わるうちにいつの間にか出演することになってしまったり巻き込まれていく人が多い。

2017ー2019 年

呼びかけ人（主謀者）木野彩子が中心となって企画・運営のほとんどを手掛けていた時代。

2020 ー2022 年

オンラインでのワークショップを行いながら、参加者全員ができることを模索、
新しい表現の形を目指したコロナ時代。

2023 年

オンライン実行委員会を中心に小規模化するが、チラシやウェブなどを分業化。
アーティストが「ライスワーク」を生かして制作に携わるようになり、持続可能性を目指した時代。

54



improvisation（インプロビゼーション）。

楽譜や振付といった決まり事に頼らず、その場で感じることをもとに作り出していく手法。

音楽、ダンス、演劇、美術それぞれに発展しています。

相手の反応や場所により多様に変化するため、まさしく一期一会。

それぞれの感覚、直感や身体といった個性を生かし、

かつ「今、ここで、出会うための」試みです。

音楽家、ダンサー、アーティスト、観客の皆さんは鳥取の何に出会うのか。

コンテンポラリーダンスにおいては即興が創作の基本となっています。

この小さな出会いが種となり、いつかの作品へと成長していきます。

さ、踊りましょ。奏でましょ。

（2017 年チラシより）

即 興とは

フランスから来たDamienと石和田尚子による旧ヤマネデンキでのセッション。 この出会いがきっかけで石和田はマルセイユで暮らすようになる。
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普段ファインダーを覗いている時の私は
眼の前の出来事を　一歩引いて観ている。
出来るだけ冷静に。客観的に。
どうすれば求められている画を
如何に上手に創れるか。
頭の中をグルグルと。

夏至祭は
踊り手と音楽家と観客を巻き込んだ化学反応で出来ている。
私の想像の及ばない、ドキドキの瞬間の連続。
必要なのは、心を動かされた“今” を切り取る瞬発力。
ただ頭をカラッポにしてシャッターを押す。

そんな風に眺めていた初夏の物語を
そこに流れていた　空気、光、風、音を
私の写真達から感じて頂けますように。

田中良子
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前夜祭　6 月 23 日（金）19:00 ～
旧ヤマネデンキ ／オービタルリンク形式による即興セッション

ツアーパフォーマンス（周遊型公演）　6 月 24 日（土）16:00 ～
案内役 ／木野彩子
旧ヤマネデンキ ／仙石彬人、豊永洵子、市川まや、荻野ちよ、宮北裕美
けやき広場 ／金井隆之、金子泰子、山下靖史、古川彩香、田中悦子、イフクキョウコ、大脇理智
風紋広場 ／金井隆之、金子泰子、山下靖史、田中悦子、上本竜平、辻たくや、三島麻美、吉福敦子
アフターアワーズ（日の丸温泉） ／ Damien Girot、JOU、大脇凡、菊池ひみ子（Special Guest)
パレットとっとり ／中村理、佐成哲夫、中沢レイ
パレットとっとりの隣の空きビル（2階） ／石和田尚子、宝栄美希、上地正彦
袋川土手 ／中沢レイ、宮北裕美、清水彩加、永井美里、吉福敦子、山下靖史、やぶくみこ、金井隆之、中村理、佐成哲夫
太平公園（三角公園） ／豊永洵子、上本竜平、辻たくや、石和田尚子、清水彩加、市川まや、宝栄美希、三島麻美、イフクキョウコ、金子泰子
旧横田医院 ／全員

即興パフォーマンス　6 月 25 日（日）10:00 ～
いなばのお袋市（鳥取駅前サンロード） ／全員

ワークショップ　6 月 25 日（日）13:30 ～ 14:30
わらべ館いべんとほーる

■ 関連イベント

鳥取シャプール芸術祭　6 月 17 日
ストロベリーフィールズ（鳥取） ／ Ryotaro ほか

『ダンスと暮らし』　6 月 17、18 日
スタジオイマイチ（山口） ／大脇理智、イフクキョウコ、木野彩子（ゲスト参加）ほか

Dareda Japan tour ライブ 『Day Dreamer』
6 月 25 日　ストロベリーフィールズ（鳥取） ／ Dareda（上地正彦、Damien Girot）
大阪、愛知、名古屋、京都、東京

主催 ／鳥取夏至祭実行委員会、キノコノキカク
共催 ／鳥取大学地域学部附属芸術文化センター、わらべ館
協力 ／鳥取市中心市街地活性化協議会、新鳥取駅前地区商店街振興組合、鳥取市公園スポーツ施設協会、本通り商店街、
　　　 HOSPITALE プロジェクト（旧横田医院、ことめや）、アフターアワーズ、（株）ヤマネ機材、鳥取藝住、totto、
　　　 鳥取大学学生（地域学部附属芸術文化コース及び教養科目「芸術入門」受講生）、鳥取市内の皆様
企画構成 ／鳥取夏至祭実行委員会
宣伝美術、チラシデザイン ／三宅航太郎（うかぶ LLC）
宣伝写真 ／田中良子
映像 ／佐々木友輔（鳥取大学地域学部附属芸術文化センター）
写真 ／田中良子

2017 年 6 月 23 日（金）‒ 25 日（日）
鳥取市中心市街地

鳥 取 夏 至 祭 2 0 17
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記 録：2 0 17 年  データ

／以降は、参加者名など

記 録：2 0 1 8 年  宣 伝 チラシ
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前夜祭　6 月 22 日（金）18:30 ～
鳥取大学地域学部附属芸術文化センター アートプラザ、アゴラ他 ／オービタルリンク形式による即興セッション

ツアーパフォーマンス（周遊型公演）　6 月 23 日（土）15:00 ～
案内役 ／木野彩子
とりぎん文化会館中庭・フリースペース ／山下靖史、小山まさし、大脇理智、金井隆之
ギャラリー鳥たちの家 1F ／横山祐太、辻たくや、村瀬謙介、水谷浩章、伊藤聡美、山田泰裕、イフクキョウコ
ギャラリー鳥たちの家 2F ／高橋麻理絵、吉福敦子、松尾邦彦、横手ありさ、後藤理恵、伊東歌織
ギャラリー鳥たちの家 3F ／菊池航、やぶくみこ、白神ももこ、荒井康太、高橋礼奈、田中悦子、米子匡司
Tottori カルマ ／白神ももこ、吉福敦子、石和田尚子、水谷浩章、横手ありさ
真教寺公園 ／伊藤聡美、金井隆之、小山まさし、山下靖史、大脇理智、中村友紀、菊池航、辻たくや
鳥取ペインクリニック ／武田力
五臓圓ビル ／横山祐太、石和田尚子、後藤理恵、伊東歌織
わらべ夢ひろば ／やぶくみこ、荒井康太、横手ありさ、水谷浩章、米子匡司
鳥取県立博物館大階段（入口ロビー） ／全員

Hospitale Night　6 月 23 日（土）19:30 ～
ツアーガイド ／白神ももこ、木野彩子
旧横田医院 1F ／横山祐太、荒井康太、金井隆之、イフクキョウコ、菊池航
旧横田医院 2F ／高橋麻理絵、横手ありさ、後藤理恵、やぶくみこ、吉福敦子、山下靖史、石和田尚子、高橋礼奈、武田力、辻たくや
旧横田医院 3F ／水谷浩章、村瀬謙介、米子匡司、伊藤聡美、小山まさし、伊東歌織、松尾邦彦、菊池航
照明 ／門脇瑞葉、田中哲哉

いなばのお袋市　6 月 24 日（日）10:00 ～
（お袋市を周遊後、風紋広場に移動してAtienaさんの作品の上演、その後、全員でインプロジャム）

鳥取駅前サンロード ／ことめやラジオ（ミニコミFM） 濱井丈栄（特別協力）
風紋広場 ／Atiena Vahla、星のいり口（特別ゲスト）

即興音楽とダンスのワークショップ　6 月 24 日（日）13:30 ～ 14:30
わらべ館いべんとほーる

■ プレイベント

即興ダンスと音楽のワークショップ	 池田千夏ピアノライブ “フォーキーな旋律 ”
5 月 27 日　わらべ館 ／池田千夏（ゲスト）	 5 月 27 日　鳥取大学地域学部附属芸術文化センター アートプラザ

■ 関連イベント

Yasusi による即興セッション	 水谷浩章ライブツアー
6 月 9 日　豊岡画廊（豊岡市）	 6 月 25、26、28 日　山陰各地（出雲、松江、米子）

主催 ／鳥取夏至祭実行委員会、キノコノキカク
共催 ／鳥取大学地域学部附属芸術文化センター、わらべ館
協力 ／鳥取市中心市街地活性化協議会、新鳥取駅前地区商店街振興組合、鳥取市公園スポーツ施設協会、若桜街道商店街、
　　　 HOSPITALE プロジェクト（旧横田医院、ことめや）、鳥取藝住、totto、鳥取大学学生、鳥取市内の皆様
助成 ／鳥取市中心市街地活性化協議会、文化庁大学における文化芸術推進事業（わらべ館ワークショップ部分）
企画構成 ／鳥取夏至祭実行委員会
学生スタッフ ／高橋礼奈、門脇瑞葉、山田泰裕、伊藤聡美、おおくぼあい、佐伯恵里、中村友紀、藤森このみ、吉野紗恵、田中哲哉、岡田悠冬
宣伝美術、チラシ・ポスターデザイン ／三宅航太郎（うかぶ LLC）
宣伝写真 ／田中良子
映像 ／佐々木友輔、村上大樹（鳥取大学地域学部佐々木研究室）
写真 ／田中良子

2018 年 6 月 22 日（金）‒ 24 日（日）
鳥取市中心市街地

鳥 取 夏 至 祭 2 0 1 8

記 録：2 0 1 8 年  データ

／以降は、参加者名など

記 録：2 0 1 8 年  宣 伝 チラシ

レポート2018年（totto ／執筆 野口明生）
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前夜祭　6 月 21 日（金）18:30 ～
鳥取大学地域学部附属芸術文化センター アートプラザ ／オービタルリンク形式による即興セッション
照明 ／学生スタッフ

ツアーパフォーマンス（周遊型公演）　6 月 22 日（土）15:00 ～
樗谿公園・鳥取東照宮
案内人 ／きのさいこ、小池芽英子
川そばのステージ ／イフクキョウコ、Yasusi、山本和馬、田中悦子、金子泰子
石だたみ ／大脇理智、いはらみく
東照宮門前 ／李東熙、吉福敦子、鈴村英理子、田中悦子、中村友紀、瀬尾亮
うらの階段 ／古川友紀、宮原一枝、小谷雄司

樗谿グランドアパート
①おむかえ ／金子泰子、鈴村英理子、瀬尾亮、中村友紀
②入口 ／ Ivan Timbrell、たけうちみずゑ
③ダンスホール ／ Yasusi、李東熙、大脇理智
④ゲストルーム ／Miya、吉福敦子
⑤ベランダ ／田中悦子
⑥和室大 ／イフクキョウコ・大脇凡
⑦和室小 ／村瀬謙介、小池芽英子
⑧洋室 1 ／古川友紀、いはらみく
⑨洋室 2 ／宮原一枝、小谷雄司
⑩パソコンの部屋 ／金井隆之、山本和馬
　さまよう人 櫻井拓見、きのさいこ

プチワークショップ企画 「即興のコンダクション」
6 月 22 日（土）19:00 ～
HOSPITALE（旧横田医院）
ファシリテート ／Miya

即興音楽とダンスのワークショップ
6 月 23 日（日）13:30 ～ 14:30
わらべ館いべんとほーる

■ 関連イベント

即興音楽とダンスのワークショップ
5 月 25 日　わらべ館いべんとほーる ／ Yasusi（ゲスト）
7 月 6 日　わらべ館いべんとほーる ／池田千夏（ゲスト）

主催 ／鳥取夏至祭実行委員会、キノコノキカク
共催 ／鳥取大学地域学部附属芸術文化センター、わらべ館
協力 ／鳥取市中心市街地活性化協議会、新鳥取駅前地区商店街振興組合、鳥取市公園スポーツ施設協会、
　　　 HOSPITALE プロジェクト（旧横田医院、ことめや）、totto、スタジオイマイチ（山口）、鳥取大学学生、鳥取市内の皆様
助成 ／令和元年度文化庁大学における文化芸術推進事業（わらべ館ワークショップ部分）
企画構成 ／鳥取夏至祭実行委員会
学生スタッフ ／大久保藍、佐伯恵里、田中哲哉、中村友紀、藤森このみ、吉野紗恵、阿野ふみか、渡辺乃愛、東緋乃、北川千春、島野成瑠、
　　　　　　　田中万智、寺島夏鈴、Li Lin Xuan
宣伝美術、チラシ・ポスターデザイン ／三宅航太郎（うかぶ LLC）、加藤咲（うかぶ LLC）
宣伝写真 ／田中良子
映像 ／鳥取大学映画研究会
写真 ／田中良子

記
録

2020
年

 

いなばのお袋市に出現
6 月 23 日（日）10:00 ～
鳥取駅前サンロード

■ 鳥取夏至祭エクスカーション企画

『ダンスと時 /代』
6 月 19 日　スタジオイマイチ（山口）
	 ／大脇理智、イフクキョウコ、オミトルカイ（山本和馬）ほか

2019 年 6 月 21日（金）‒ 23 日（日）
鳥取市中心市街地

鳥 取 夏 至 祭 2 0 19

記 録：2 0 19 年  データ

／以降は、参加者名など

おととからだであそぼう　6 月 21 日（日）13:30 ～ 14:30
わらべ夢ひろば及びエントランスホール

わらべ館セッション　6 月 21 日（日）15:30 ～ 17:00
オフライン ／きのさいこ、村瀬謙介、荻野ちよ、高橋智美、森本みち子、中村友紀、田中悦子、Ivan Timbrell、渋谷千里、里田晴穂、田中哲哉
オンライン ／堀内まゆみ、イフクキョウコ、大脇理智、鈴村英理子、吉福敦子、石和田尚子、亀川朗、Yasusi、小池芽英子（ヒジカタハルミ）、
　　　　　　新庄恵依、櫻井拓見、笠原麻美、宝栄美希、宮原一枝、ゆーり、山本泰輔、上本竜平

わらべ館ツアー　6 月 21 日（土）
YouTubeで配信
ガイド ／長嶺泉子（わらべ館）
音楽 ／村瀬謙介
スタッフ ／里田晴穂、きのさいこ、高橋智美、田中哲哉
うたの小道 ／渋谷千里
かやぶき民家 ／荻野ちよ、中村友紀
木造教室 ／ Ivan Timbrell、森本みち子、田中悦子、渋谷千里、こどもたち
あそぼう広場 ／田中悦子、森本みち子
3 階 ／荻野ちよ、森本みち子、Ivan Timbrell、こどもたち

市内某所におけるセッション　6 月 21 日（日）19:00 ～ 20:30
鳥取市内某所 ／オービタルリンク形式による即興セッション（非公開）

鳥取夏至祭への道 2020「コロナ下での表現ワークショップ」にご参加くださった皆様
山本泰輔（ダンス / 福岡）、宮原一枝（ダンス / 福岡）、大脇理智（ダンス / 山口）、イフクキョウコ（ダンス / 山口）、新庄恵依（ダンス / 広島）、堀
内まゆみ（ダンス / 札幌）、上本竜平（ダンス / 千葉）、笠原麻美（ダンス、演劇 / 東京、静岡）、小池芽英子（パフォーマンス / 京都）、鈴村英理子

（ダンス / 岐阜）Damien Girot（ドラム / マルセイユ）、吉福敦子（ダンス / 東京）、石和田尚子（ダンス / マルセイユ、東京）、 Yasusi( ダンス / 兵庫）、
水谷浩章（ダブルベース / 長野）、JOU( ダンス / 東京）、櫻井巧見（演劇 / 東京）鼓代弥生（パーカッション / 札幌）、亀川朗（キーボード/ 札幌）、
渋谷千里（演劇 / 鳥取）、村瀬謙介（DJ/ 鳥取）、森本みち子（パーカッションほか / 鳥取）、田中悦子（ダンス / 鳥取）、荻野ちよ（ダンス / 鳥取）、
高橋智美（民俗音楽ほか / 鳥取）、ゆーり（サックスほか / 鳥取）、きのさいこ（ダンス / 鳥取）

主催 ／鳥取夏至祭実行委員会、キノコノキカク
共催 ／公益財団法人鳥取童謡・おもちゃ館 わらべ館
後援 ／鳥取大学地域学部附属芸術文化センター
協力 ／鳥取市、鳥取市中心市街地活性化協議会、新鳥取駅前地区商店街振興組合、HOSPITALE プロジェクト
助成 ／令和 2 年度文化庁大学における文化芸術推進事業
広報協力 ／ totto、FM 鳥取
Special Thanks ／蔵多優美、佐々木友輔、三浦あさ子

2020 年 6 月 21日（日）
わらべ館

鳥 取 夏 至 祭 2 0 2 0

記 録：2 0 2 0 年  データ　 新 型コロナ流 行のためチラシは作 成せず。

／以降は、参加者名など

レポート2020年（totto ／執筆 nashinoki）

80 81



記
録

2021
年

記 録：2 0 2 1 年  宣 伝 チラシ

82 83



前夜祭　わらべ館ナイトミュージアム

ツアーパフォーマンス（周遊型公演）　 6 月 19 日（土）19:00 ～
1階
エントランスホール（映像） ／ニイユミコ、イフクキョウコ・大脇理智・大脇凡、石和田尚子
民家 ／ジャック石田・福本弘文
教室 ／大久保藍、内田栞璃
大正時代のピアノ（童謡コーナー） ／市橋佳奈、田中悦子
受付 ／高橋智美

2 階
あそぼう広場 ／ゆかい三姉弟
おもちゃコーナー（おもちゃ研究所） ／荻野ちよ、森本みち子
照明コーナー ／イツキ
ライブラリー ／岩崎淳志
ライブラリー（映像） ／宝栄美希、吉福敦子、Ivan Timbrell
いべんとほーる ／ NATTY-U
いべんとほーる（映像） ／宮北裕美、イフクキョウコ・大脇理智・大脇凡、ニイユミコ、ヒジカタハルミ、亀川朗、石和田尚子、加藤文子+Suzuribako、
　　　　　　　　　　　 繋ぎ商い人 リアン

3 階
ゆうやけ広場 ／信清栄月、村瀬謙介、せかいのまんなか  まさ
窓の外 ／川崎美保

地下1階 ／ Yasusi、イワミノフ・アナミール・アゾースキー、松岡香織

自由人 ／繋ぎ商い人 リアン、中村慈、ヒジカタハルミ、岸本みゆう、きのさいこ
誘導人 ／田村里架、荻野仁美、白方欣江、長濵妥紀、佐伯恵里、櫛橋南美、トーマ、川畑枝美、田中万智、清友ひかる、高橋智美
照明人 ／田中哲哉、東緋乃、霜里昇汰、三浦早喜、伊藤礼恩
映像人 ／里田晴穂、武田泰成、井澤大介、田中良子
協力 ／わらべ館の皆様、アートスペースからふる（足下灯）、佐々木友輔

からくり時計前 ／全員

即興セッション　お鳥よせと Re：鳥よせ　6 月 20 日（日）10:00 ～ 12:00
オフライン：わらべ館いべんとほーる ／オービタルリンク形式による即興セッション
オンライン：県外アーティストは Zoom で参加し、オービタルリンク形式による即興セッション

おととからだであそぼう〜即興音楽とダンスのワークショップ　6 月 20 日（日）13:30 ～ 14:30
わらべ夢ひろば ／県内参加者全員

主催 ／鳥取夏至祭 2021 実行委員会
　　　 荻野ちよ、木野彩子、田中悦子、田中哲哉、高橋智美、村瀬謙介、森本みち子
共催 ／公益財団法人鳥取童謡・おもちゃ館 わらべ館
映像、配信 ／里田晴穂、武田泰成（鳥取大学地域学部佐々木研究室）、井澤大介
写真 ／田中良子
チラシデザイン ／加藤咲（うかぶ LLC）、三宅航太郎（うかぶ LLC）
協力 ／アートスペースからふる、鳥取大学地域学部附属芸術文化センター、佐々木友輔、totto

2021 年 6 月19 日（土）‒ 20 日（日）
わらべ館

鳥 取 夏 至 祭 2 0 2 1

記
録

2022
年

記 録：2 0 2 1 年  データ

／以降は、参加者名など

記 録：2 0 2 2 年  宣 伝 チラシ

レポート2021年（totto ／執筆 nashinoki） no.1 no.2

84 85



記
録

2022
年

記 録：2 0 2 2 年  宣 伝 チラシ

86 87



記
録

2022
年

記 録：2 0 2 2 年  宣 伝 チラシ

鳥取城跡即興ツアー（周遊型パフォーマンス）　6 月 18 日（土）10:30 ～ 14:00
仁風閣庭（芝生）、仁風閣庭（庭園）、太鼓御門跡、天球丸巻石垣、登山口、三階櫓跡 ／オービタルリンク形式による即興セッション

夜のわらべ館　6 月 18 日（土）19:00 ～ 20:00
1階
教室 ／吉福敦子
歌の小道 ／森本みち子、カエデ
民家前 ／信清栄月、鈴村家（英理子、咲月、美月）、内田栞璃
童謡の部屋 ／荻野ちよ、金子泰子（オンラインセッション）

2 階
あそぼう広場 ／大脇家（大脇理智、イフクキョウコ、凡）、田中悦子、イツキ、村瀬謙介、赤田晃一
ライブラリー ／辻たくや、マイアミ、岩崎淳志

3 階 ／ SUNNY フルーツ・☆ふるふぃすたぁ☆（特別出演）、赤丸急上昇（赤松美智代＋丸山陽子）、アゾースキー、ヤオ・シャオドン、Yasusi、
　　　 清友ひかる、松岡香織

地下1階 駐車場 ／ニイユミコ、クロミツ、上本竜平、出井千嵯、富士栄秀也、伊藤礼恩

合図係（1階受付から館内放送） ／稲垣良哲
回遊している人 ／チーム三匹（ヒジカタハルミ、向井まり・しょうま）、bozzo
全体を回る人 ／nashinoki、里田晴穂、井澤大介
誘導係 ／白方欣江、清水奨、梶川真奈、高見咲也子、黄蕗、大久保有希乃（敬愛高校高校生ボランティア）、西尾早織（敬愛高校高校生ボランティア）
運営 ／藤森このみ、高橋智美、中村友紀、きのさいこ、加藤由布
照明 ／伊藤礼恩、加藤由布

からくり時計前 ／全員

おととからだであそぼう〜即興音楽とダンスのワークショップ　6 月 19 日（日）11:00 ～ 12:00
わらべ館夢ひろば ／全員

主催 ／鳥取夏至祭 2022 実行委員会
荻野ちよ、田中悦子、森本みち子、高橋智美、村瀬謙介、信清栄月、井澤大介、岩崎淳志、中村友紀、加藤由布、伊藤礼恩、
イフクキョウコ、きのさいこ

共催 ／公益財団法人鳥取童謡・おもちゃ館 わらべ館
協力 ／ほうきのジビエ推進協議会「ジビエでフードアクションサポート事業 2022」、ドラムサークルがらがら☆どん 、鳥取市公園・スポーツ施設協会、
　　　 仁風閣、鳥取市文化財課、鳥取市文化交流課
ボランティア体験 ／鳥取敬愛高等学校
まかない用ジビエ料理開発 ／ Tottori カルマ、山猫軒
助成 ／鳥取大学令和４年度地域イノベーション創出に向けた実践的教育研究推進プログラム
宣伝美術、チラシ・ポスターデザイン ／三宅航太郎（Miyake and associates）、加藤咲（Miyake and associates）
広報写真・記録 ／田中良子
映像記録 ／里田晴穂

2022 年 6 月18 日（土）‒ 19 日（日）
久松公園、わらべ館

鳥 取 夏 至 祭 2 0 2 2

記 録：2 0 2 2 年  データ

／以降は、参加者名など

レポート2022年（totto ／執筆 nashinoki）

88 89



記
録

2023
年

記 録：2 0 2 3 年  宣 伝 チラシ

90 91



お
と

と
か

ら
だ

で
あ

そ
ぼ

う
 開

催
デ

ー
タ

わらべ館いべんとほーる、わらべ夢ひろば、エントランスホールほかにて開催 （変遷については p53 参照）

いっしょに遊ぶ人（ファシリテーター） ／荻野ちよ、きのさいこ、田中悦子、高橋智美、森本みち子（2019 ～）、
 中村友紀（2022～）
 かっこ内は講座ゲスト（講師、パネリスト）として参加

〜即 興 音 楽とダンスのワークショップ

おととからだであそぼう

記 録：おととからだであそぼう 開 催 データ

前日リハーサル　6 月 24 日（土）
チュウブ鳥取砂丘こどもの国 ／オービタルリンク形式によるセッションおよびルート決定

作戦会議　6 月 24 日（土）
鳥取大学地域学部附属芸術文化センターアートプラザ

こどもの国探検ツアー（周遊型パフォーマンス）　6 月 25 日（日）13:00 ～
入り口誘導係 ／ヒジカタハルミ、赤田晃一、ニイユミコ
受付係 ／吉福敦子、森本みち子、中村友紀、辻たくや、水野陽菜
オープニング@こども広場
前説 ／吉福敦子
パフォーマンス ／全員
照明 ／三浦あさ子、田中哲哉

花だん ／荻野ちよ、ヒジカタハルミ、トーマ、大脇理智、大脇凡、李林海、ゲバラ、富士栄秀也
途中の広い円のお皿 ／ Yasusi
松の木パフォーマンス ／田中悦子、吉福敦子
アスレチック ／イフクキョウコ、クロミツ、森本みち子、田中悦子、ニイユミコ
林 ／ Puppis、吉福敦子、辻たくや、bozzo、トーマ、菊川朝子・泰然、ヤオ・シャオドン
三角道路 ／ Yasusi、岸本みゆう、アゾースキー、nashinoki
わんぱく広場 ／信清栄月、中村友紀、ニイユミコ、カエデトイツキ、赤田晃一
球根畑 ／きょん、井上柊、moon sisters、machi、つん、櫻井重久
全体誘導係 ／たまがわとしお、きのさいこ、井澤大介

主催 ／鳥取夏至祭 2023 実行委員会
イフクキョウコ、井澤大介、荻野ちよ、きのさいこ、高橋智美、田中悦子、田中哲哉、辻たくや、中村友紀、ニイユミコ、信清栄月、森本みち子、
吉福敦子

共催 ／チュウブ鳥取砂丘こどもの国
協力 ／ドラムサークルがらがら☆どん
助成 ／令和 5 年度鳥取県令和新時代創造県民運動推進補助金（スタートアップ型）
宣伝美術 ／吉福敦子
ホームページ制作 ／イフクキョウコ
広報写真・記録 ／田中良子
映像記録 ／里田晴穂
受付ボランティア ／水野陽菜
ケータリング協力 ／せかいのまんなか  まさ、Tottori カルマ
広報協力 ／ FM 鳥取、totto

2023 年 6 月 25 日 ( 日 )
チュウブ鳥取砂丘こどもの国

鳥 取 夏 至 祭 2 0 2 3

記 録：2 0 2 3 年  データ

／以降は、参加者名など

レポート2023年（totto／執筆 nashinoki）

2017年度

6月25日
12月9日

2019年度
◯令和 2 年度文化庁大学における文化芸術推進事業　◯ファシリテーター養成講座

5月25日（山下靖史/ダンス） 6月23日 夏至祭スペシャル

7月6日（池田千夏） 9月29日
10月6日（金井隆之） 11月16日（古川友紀/ダンス）

12月7日（棚川寛子/作曲） 1月25日（金子泰子）
※ 2月 29 日、3月14日は新型コロナウィルス感染拡大防止のため、中止

2021年度
◯鳥取大学地域連携授業

4月25日 5月16日
6月13日 6月20日 夏至祭スペシャル

7月11日 9月12日
10月3日 11月7日
12月12日
11月21日 とりアート中部地区事業 倉吉未来中心

2023年度
◯鳥取大学地域連携授業

4月9日 5月28日
7月16日 9月24日
10月1日 12月17日
1月24日、2月23日 新井英夫さんと学ぶオンライン野口体操and
 体奏講座（新井英夫、板坂記代子、西川正）

2018年度
◯平成30年度文化庁大学における文化芸術推進事業　◯ファシリテーター養成講座

5月27日（池田千夏/ピアノ） 6月24日 夏至祭スペシャル

7月22日（やぶくみこ/ガムラン） 9月30日（金井隆之/声楽）

11月18日（やぶくみこ） 1月26日（金子泰子/トロンボーン）

3月10日（金井隆之）

2020年度
◯令和 3 年度文化庁大学における文化芸術推進事業　◯ファシリテーター養成講座

6月21日 夏至祭 7月19日
9月6日 10月18日（三浦あさ子/照明）

11月8日 11月28日（新井英夫/体奏家）

9月20日、21日 即興音楽とダンスのための照明研究会（三浦あさ子） 
 鳥取大学アートプラザ、こぶし館

11月27日 野口体操について知ろう（新井英夫） 鳥取大学アートプラザ

2022年度
◯鳥取大学地域連携授業

4月24日 5月22日
6月5日 6月19日 夏至祭スペシャル

7月24日 9月4日
10月16日 12月18日
11月20日 とりアート中部地区事業 倉吉未来中心

11月27日 とりアート東部地区事業 とりぎん文化会館

2月3日、10日、23日 新井英夫さんと学ぶオンライン野口体操and体奏
 講座（新井英夫、板坂記代子、栗田康弘）
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参
加

者
一

覧

Ivan Timbrell
荒井康太
赤丸急上昇（赤松美智代＋丸山陽子）
赤田晃一
東緋乃
いはらみく
イワミノフ・アナミール・アゾースキー
伊東歌織
伊藤聡美
伊藤礼恩
井上柊
井澤大介
稲垣良哲
岩崎淳志
市橋佳奈
市川まや
出井千嵯
石和田尚子
上地正彦
上本竜平
内田栞璃
荻野ちよ
小川敦生
大久保藍（おおくぼあい）

大脇家（大脇理智・イフクキョウコ・大脇凡）

カエデトイツキ（森本楓・斎生）

加藤文子＋Suzuribako
笠原麻美
亀川朗
金井隆之
金子泰子
川崎美保
門脇瑞葉
きのさいこ（木野彩子）
きょん
岸本みゆう
菊川朝子と泰然
菊池航
清友ひかる
クロミツ
ゲバラ
鼓代弥生
後藤理恵
小山まさし
小谷雄司
SUNNYフルーツ・☆ふるふぃすたぁ☆
佐成哲夫
里田晴穂
櫻井重久
櫻井拓見
JOU
ジャック石田・福本弘文
渋谷千里
新庄恵依
清水彩加
白神ももこ
霜里昇汰
鈴村英理子
せかいのまんなか  まさ
瀬尾亮
仙石彬人

Damien Girot
たけうちみずゑ
たまがわとしお
高橋麻理絵
高橋礼奈
田中悦子
田中哲哉
武田力
つん
繋ぎ商い人 リアン
辻たくや
トーマ
豊永洵子
nashinoki
NATTY-U
永井美里
中村慈
中村仁美
中村友紀
中村理
中沢レイ
ニイユミコ
信清栄月
ヒジカタハルミ（小池芽英子）
Puppis（高橋智美）
古川彩香
古川友紀
藤森このみ
富士栄秀也
bozzo
宝栄美希
星のいり口（佐分利育代）
堀内まゆみ
machi（田中万智）
マイアミ
松岡香織
松尾邦彦
Miya
宮原一枝
宮北裕美
三浦あさ子
三島麻美
三浦早喜
水谷浩章
向井まり・向井しょうま
村瀬謙介
moon sisters（鈴村咲月・美月）
森本みち子
Yasusi（山下靖史）
ヤオ・シャオドン
やぶくみこ
山田泰裕
山本泰輔
山本和馬
ゆーり
横山祐太
横手ありさ
吉福敦子
米子匡司
李林海
李東熙
Li Lin Xuan
Ryotaro

パフォーマンス
ドラム
ダンス
サックスほか管楽器、打楽器
照明
ダンス
とうふるーと
ダンサー、振付家
中国武術
ダンス、照明
ダンス
企画、運営
ヨーデル
詩
ピアノ
ダンス
パフォーマンス
ダンス
バスクラリネット
ダンス
ダンス
ダンス
美術
演劇

ダンスほか

光り効果

ダンス、音楽
ダンス、演劇
ピアノ、キーボード
声楽
トロンボーン
ダンス
照明
踊り
ダンス
オカリナ
演劇
ダンス
パフォーマンス
ヴァイオリン
サックス
パーカッション
詩人、書家
ダンス
サックス

ダンス
映像
ピアノ
演劇
ダンス
麒麟獅子マリオネット
ダンス、詩の朗読
ダンス
ダンス
振付家、演出家、ダンサー
照明
ダンス
ジャンベ、カレー職人
ヴォイス
TIME PAINTING, Visual

Percussionnist
演劇
ちんどん屋
ヴィオラ
ダンス
ダンス
効果
演出家、民俗芸能アーカイバー
演劇

舞踏
踊り
ダンス
朗読、ライター
ボイスパーカッション
ダンス
音楽
コントラバス
演劇
ダンス
ダンス
ダンス
津軽三味線
パフォーマンス
風鈴、民族音楽
ダンス
ダンス
舞台
nakedvoice
写真＋動き
ダンス
インクルーシブダンス
ダンス
演劇
詩、弾き語りほか
パーカッション
演出家、映像作家、音楽家
フルート
ダンス
パフォーマンス
あかりを扱うこと
ダンス
照明
ダブルベース
パフォーマンス
電子音楽
ダンス
打楽器
ブレイクダンス
アコーディオン
ガムランパーカッション
ダンス
ダンス
ダンス
音楽
トランペット
歌
ダンス
音楽家
ヴァイオリン
コントラバス
バイオリン
アコーディオン

神奈川
東京
愛媛
岡山
鳥取
兵庫
鳥取
兵庫
鳥取
鳥取
鳥取
鳥取
鳥取
鳥取
鳥取
大阪
鳥取

マルセイユ
マルセイユ
東京
鳥取
鳥取
神奈川
鳥取

山口

鳥取

シカゴほか
東京・静岡
北海道
東京
岡山
鳥取
鳥取
鳥取
鳥取
鳥取
鳥取
大阪
鳥取
岡山
鳥取
北海道
東京
東京
岡山
鳥取
東京
鳥取
鳥取
東京
鹿児島
鳥取
鳥取
広島
奈良
東京
鳥取
滋賀
鳥取
兵庫
京都

マルセイユ
東京
兵庫
ベルリン
鳥取
鳥取
鳥取
東京
鳥取
鳥取
東京
東京
東京
鳥取
鳥取
東京
鳥取

鳥取
東京
三重
京都
鳥取
京都
鳥取
千葉
大阪
香川
東京
兵庫
石川
鳥取
北海道
鳥取
京都
兵庫
東京
東京
福岡
京都
大阪
島根
鳥取
長野
京都
鳥取
滋賀
鳥取
兵庫
鳥取
京都
鳥取
福岡
兵庫
鳥取
北海道
東京
東京
大阪
鳥取
京都
鳥取
京都
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記 録：参 加 者 一 覧

○ 参加年　　● スタッフなどの参加　　※ チームでの参加　　□コロナ下でのオンライン参加

　（名前 50 音順、肩書、活動拠点は参加当時のものを掲載）

＊2021は誘導係、2022～ 2023は実行委員会として参加

＊2019は実行委員会として、2021は照明として参加

＊ミッションヒジカタで参加

＊2021～ 2023は大脇家として参加

＊2021は森本ゆなを加えたゆかい三姉弟、2022は森本みち子とモリモトケでそれぞれ3人で参加

＊2018～ 2019は学生スタッフとして参加

＊2018～ 2019は学生スタッフとして照明を担当

＊2018～ 2019は学生スタッフとして参加

＊特別ゲストとして出演

＊2019は学生スタッフ、2021は誘導係として参加

＊2022はモリモトケとして3人で参加

＊ヒジカタハルミとチーム3匹として参加

＊2022は鈴村英理子と3人で参加

＊2021は誘導係として参加

＊2020 からレポート執筆、2020 〜 2021はライターとしてのみ参加

＊リハーサルのみ参加

＊2021は誘導係として参加

＊オンラインワークショップのみ参加

＊2023はスタッフとして参加

＊2022は鈴村咲月・美月（moon sisters）と3人で参加

＊2023はケータリングを提供

＊特別出演
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イフクキョウコ、木野彩子、中村友紀、  nashinoki、吉福敦子

田中良子　表紙 . p1. p2-3. p6-7. p8. p9. p10. p11. p27. p28-29. p30. p44-45. p46. p55下 . p56-57. p64. p65. 裏表紙裏

bozzo　p55上 . p62-63

中村恭子（シンキョ）

株式会社グラフィック

鳥取夏至祭実行委員会
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2024 年 12 月1 日

鳥取夏至祭    Project Document  2017  2023

編 集

写 真

デ ザイン

印 刷

制 作

発 行

発 行 日

鳥取夏至祭 HP

https://tottori-geshisai.jimdosite.com

鳥取夏至祭レポート（ウェブマガジン totto）

2023年終了後の様子。 ありがとうございました。
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